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3.10.2　研究推進部門　知財推進グループ
グループリーダー　　井手信二　ほか 11 名

高価値・高独創性を有するNICT発技術の知的財産権化とその技術移転を推進　  

概　要
　NICTの研究成果の特許権化を図るとともに、その管理及び技術移転を行うため、以下の業務を行っている。
⑴専門家の目利きによる発明の発掘、特許相談室の開設により、研究者の研究成果の特許化を支援
⑵弁理士等専門家を活用し、効率的な特許出願・管理を実施
⑶専門家・技術移転機関の活用や展示会、Webサイト等による特許情報の公開を通じて、技術移転活動を展開
⑷役職員を対象とした特許講演会 ･研修を実施

平成21年度の成果
⑴Webサイトでの技術移転可能な情報の提供　（http://www2.nict.go.jp/r/r312/partner/trans_main.html）
　NICTの研究成果を広く周知するとともに、技術移転を促進するため最新特許情報、実用化例の提案など付
加価値を高めた技術移転特許情報の提供を昨年度に引き続き行った。また、平成 21 年度から「妊娠女性全身
数値データ」の有償提供を開始した。

⑵ NICTの研究成果の知的財産権化と社会還元のための技術移転活動
　国内外に対し、242 件の特許出願を行うとともに、16 件の有償技術移転を行った。その結果、NICTの研究
成果が商品やサービスとして、社会に提供されている。（次頁に例）

⑶無線局管理、図書管理等
　研究開発で使用する無線局の開設手続き等に係る調整、国内外の衛星打上げ情報に係る国内外関係者との連
絡を行った。また、平成 20年度から導入した新図書管理システムによるNICT図書の一元管理を引き続き行っ
ており、平成 21 年度は外国からの研究者向けの日本紹介書籍コーナーの新設など図書利用環境の整備を行っ
た。

有償提供データ（http://www2.nict.go.jp/r/r312

/partner/trans_edr.html）

未公開特許情報（http://www2.nict.go.jp/r/r312

/partner/trans_patent_unpublished.html）
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＜研究成果の商品・実用化例＞

時刻・周波数配信較正装置

標準時に同期した周波数／時刻標準信号が供給できる装置

です。周波数や時刻を常に精度良く保ちたい場合は、定期

的な較正作業が欠かせません。この装置は、遠隔地からで

もGPS衛星とNICT がインターネットを通じて提供して

いる標準時との時刻比較データにより精度の高い周波数と

時刻を供給することができます。

（コーダ電子（株）から販売中）

妊娠女性全身数値データ

世界初の妊娠女性固有組織の形状を忠実に模擬した日本人

の妊娠女性データベースを作成しました。このデータベー

スは、電波による妊娠女性や胎児への影響調査をはじめ、

医療機器の開発や治療における評価、自動車衝突時の傷害

評価、服飾等の人間工学評価等、幅広い分野での研究開発

や商品開発に利用できます。

（無償・有償提供中）

空間光通信装置

光ファイバによる高速回線が各家庭に普及しています。光

ファイバも電力線のように末端まで線を敷設しなければな

りませんが、この装置は、その一部分を電波のように空間

を通じて伝えることが出来ます。しかも、光ファイバの持

つ高速性能はそのままですから、TV報道等の臨時の回線を

簡単に敷設できる効果があります。

（製品化準備中）

電波時計用リピータ

NICT が配信している日本標準時は、長波標準電波（JJY）

により日本全国をカバーしています。しかし、ビル内や地

下室等では JJY電波の受信状態が悪いことがあり、この場

合、電波時計は日本標準時に修正できず、通常の時計と同

じ精度となってしまいます。そこで、NICTがインターネッ

ト経由で配信しているNTPにより正確な時刻を JJYと同

じ微弱電波で再送信することで、日本標準時を電波時計に

届けることができます。

（コスモリサーチ（株）から販売中）

技術移転特許情報（http://www2.nict.go.jp/r/r312/partner/trans_patent_use.html）
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